<研究ノート>沖縄県の児童は卒業まで小学校に通い続けたのか : 一九二〇年代半ばから四〇年代半ばまでの『文部省年報』をもとに by 田中 萌葵
<研究ノート>沖縄県の児童は卒業まで小学校に通い
続けたのか : 一九二〇年代半ばから四〇年代半ば
までの『文部省年報』をもとに
著者 田中 萌葵
出版者 法政大学沖縄文化研究所
雑誌名 沖縄文化研究
巻 43
ページ 293-315
発行年 2016-03-31
URL http://hdl.handle.net/10114/12130
二
）
本
稿
の
関
心
と
課
題
（１）
沖縄県における小学校への「就学率」は、日清・日露戦争期に「全国の平均率に伯仲する」数値を
達
成
し
た
。
こ
の
就
学
率
の
上
昇
を
も
っ
て
、
沖
縄
県
に
お
け
る
小
学
校
教
育
の
拡
大
は
達
成
さ
れ
た
と
み
な
す
こ
と
（２）
が定説となっている。そして、この定説は問い直されることのないまま今日に至り、先行研究もその
上に展開されてきた。
ところが、この定説は二つの問題点を含有している。一つは、就学率からは児童が入学後（就学後）
も小学校に通い続け卒業していたのか、またその意味で小学校教育が人びとの間に定着していたのか
沖
縄
県
の
児
童
は
卒
業
ま
で
小
学
校
に
通
い
続
け
た
の
か
序
論 ’
一
九
二
○
年
代
半
ば
か
ら
四
○
年
代
半
ば
ま
で
の
『
文
部
省
年
報
』
を
も
と
に
Ｉ
田
中
萌
葵
沖縄県の児童は卒業まで小学校に通い続けたのか293
と
い
う
就
学
実
態
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
安
川
寿
之
輔
や
佐
藤
秀
夫
の
先
行
研
究
（３）
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
沖
縄
県
に
お
け
る
児
童
の
就
学
実
態
を
就
学
率
と
は
異
な
る
指
標
を
用
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。
も
う
一
つ
は
、
土
方
苑
子
に
よ
る
小
学
校
の
国
民
の
あ
ら
ゆ
る
層
へ
の
拡
大
・
定
着
は
一
九
三
○
年
代
を
待
た
ね
ば
（４）
な
ら
な
い
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
土
方
は
、
長
野
県
五
加
村
の
事
例
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
卒
業
ま
で
小
学
校
に
通
い
続
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
意
味
で
の
初
等
教
育
拡
大
・
定
着
の
達
成
時
期
に
つ
い
て
、
上
記
の
結
論
を
導
い
た
。
ま
た
、
土
方
は
、
行
政
村
と
学
校
文
書
を
用
い
て
、
就
学
率
で
は
な
く
個
々
の
児
童
の
就
学
実
態
を
分
析
す
る
と
い
う
手
法
を
取
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
沖
縄
県
の
児
童
の
就
学
実
態
に
つ
い
て
も
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
な
就
学
率
と
は
異
な
る
指
標
を
用
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
定
説
を
問
い
直
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
土
方
の
結
論
に
な
ら
い
検
討
対
象
を
同
じ
一
九
三
○
年
代
前
後
と
設
定
し
た
。
ま
た
、
従
来
は
、
日
清
戦
争
で
の
日
本
の
勝
利
が
沖
縄
県
に
お
け
る
小
学
校
教
育
の
普
及
（
就
学
率
の
上
昇
）
を
大
（５）
き
く
促
進
し
た
と
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
就
学
率
と
異
な
る
指
標
を
用
い
て
小
学
校
教
育
普
及
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
の
ち
も
、
こ
の
議
論
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
沖
縄
県
に
お
け
る
小
学
校
教
育
拡
大
の
要
因
と
し
て
、
日
清
戦
争
で
の
日
本
の
勝
利
だ
け
を
位
置
付
け
て
い
く
こ
と
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
が
先
に
見
据
え
て
い
る
の
は
、
従
来
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。
（６）
本稿は、以上の関、心を明らかにするための基礎作業として、沖縄県において全国平均と比較してど
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ま
た
、
土
方
苑
子
が
採
っ
た
学
齢
児
童
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
個
人
の
記
録
に
依
拠
す
る
と
い
う
手
法
は
、
資
史
料
の
問
題
を
克
服
で
き
れ
ば
、
児
童
の
就
学
実
態
に
迫
る
た
め
に
は
最
も
有
用
な
手
法
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
学
齢
児
童
名
簿
や
学
籍
簿
の
よ
う
な
個
人
の
記
録
に
は
毎
年
の
修
学
状
況
の
詳
細
が
記
録
さ
れ
、
就
学
実
態
が
な
く
な
れ
ば
理
由
と
合
わ
せ
て
記
載
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
人
の
記
録
を
用
い
る
と
い
う
方
法
は
、
個
人
情
報
保
護
（８）
が
盛
ん
に
叫
ば
れ
る
昨
今
で
は
実
施
に
は
か
な
り
の
困
難
を
伴
う
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
利
用
可
能
な
範
囲
で
児
童
の
就
学
実
態
が
把
握
で
き
る
資
史
料
と
し
て
『
文
部
省
年
報
』
に
記
載
さ
れ
た
が残る。
三
）
史
料
と
方
法
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
就
学
率
と
は
異
な
る
指
標
を
用
い
て
児
童
の
就
学
の
程
度
を
は
か
ろ
う
と
試
み
た
先
行
研
究
は
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
安
川
寿
之
輔
が
「
実
質
的
就
学
率
」
、
佐
藤
秀
夫
が
「
通
学
率
」
と
い
っ
た
指
標
を
考
案
し
（【ｌ）
た
。
し
か
し
、
本
稿
は
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
指
標
を
用
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
先
行
研
究
の
多
く
は
、
就
学
率
や
そ
の
後
の
研
究
で
正
確
さ
に
対
し
て
疑
問
が
呈
さ
れ
た
学
齢
児
童
数
と
い
っ
た
数
値
に
依
拠
し
て
、
新
た
な
指
標
を
設
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
就
学
率
や
学
齢
児
童
数
が
、
当
時
の
児
童
の
就
学
実
態
や
学
齢
期
に
当
た
る
子
ど
も
の
実
数
を
さ
ほ
ど
正
確
に
反
映
し
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
れ
に
依
拠
し
て
設
定
さ
れ
た
指
標
を
借
用
す
る
に
は
少
な
く
な
い
不
安
の
程
度
の
児
童
が
小
学
校
に
通
い
続
け
卒
業
を
迎
え
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
課
題
を
設
定
し
た
。
295沖縄県の児童は卒業まで小学校に通い続けたのか
各
年
度
三
月
一
日
現
在
在
籍
児
童
数
と
当
該
年
度
入
学
・
卒
業
者
数
が
浮
上
す
る
。
『
文
部
省
年
報
』
と
は
、
「
文
部
省（９）
所定ノ統計年度（自四月一日至一一一月一二一日）中文部省管理ノ学事及宗教二関スル事項ヲ輯録スルモノ」
で
あ
る
。
そ
の
中
に
記
載
さ
れ
た
各
年
度
在
籍
児
童
数
に
依
拠
し
う
る
の
は
、
学
籍
簿
が
児
童
の
毎
年
の
修
学
状
況
に
（、）
即
し
た
記
録
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
卒
業
・
入
学
者
も
学
籍
簿
に
記
載
さ
れ
る
項
目
で
あ
っ
た
た
め
、
在
籍
児
童
数
同
様
に
、
依
拠
し
う
る
数
値
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
数
値
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
就
学
率
や
学
齢
児
童
数
と
い
っ
た
数
値
の
利
用
を
回
避
し
た
。
（Ⅲ）
ここから本稿は、『文部省年報』各年報に記載された各年度一二月一日現在在籍児童数と当該年度入
学
・
卒
業
者
数
に
依
拠
し
、
「
卒
業
率
」
と
「
離
脱
率
」
と
い
う
指
標
を
設
定
し
た
。
ま
ず
卒
業
率
は
、
卒
業
者
数
／
入
学
者
数
×
一
○
○
で
求
め
ら
れ
、
あ
る
学
年
の
入
学
児
童
の
う
ち
六
年
後
に
卒
業
を
迎
え
た
児
童
の
割
合
を
表
す
。
ま
た、入学後一年未満での離脱（入学者数と第一学年時在籍児童数の差異）を小学校にほぼ就学していな
い
も
の
と
み
な
す
と
、
次
の
よ
う
な
卒
業
率
も
設
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
卒
業
者
／
第
一
学
年
時
在
籍
児
童
×
一
○
○（旧）
で表され、小学校に通った経験のある児童（在籍した児童）のうち卒業を迎えた者の割くロを意味する。
地域を問わず、入学者と第一学年時在籍児童数は一致しないため、本稿では二つの卒業率を併用した。
離脱率は、（前年度在籍児童数１今年度在籍児童数）／前年度在籍児童数×一○○で求められ、次学
（旧）
年
へ
の
進
級
時
に
在
籍
し
て
い
な
か
っ
た
児
童
の
割
く
ロ
を
表
す
。
こ
こ
か
ら
、
離
脱
率
は
、
課
程
の
い
ず
れ
の
段
階
で
離
脱
し
た
結
果
、
小
学
校
卒
業
に
い
た
ら
な
か
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
際
の
手
が
か
り
と
な
る
と
い
え
る
。
296
（
ご
全
国
平
均
ま
ず
、
対
象
時
期
に
お
い
て
、
全
国
平
均
で
は
ど
の
程
度
の
児
童
が
小
学
校
に
通
い
続
け
卒
業
を
迎
え
て
い
た
の
だ
ろうか。表１は、一九一一四（大正一一一一）年度入学児童から一九三八（昭和一一一一）年度入学児童の離脱
率
、
グ
ラ
フ
１
と
２
は
卒
業
率
の
推
移
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
ただし、ここでいう離脱には中途退学に加え、少なくとも一）死亡、二）県外への転出、’一一）長期
（川）
欠席、そして、四）就学免除・猶予が混在しているという一」とを断っておかねばならない。すなわち、
本研究における離脱とは、沖縄県内の小学校からの離脱を包括的に指すに留まっているのだ。対象史
料を『文部省年報」に限定した本稿では、離脱要因の区分は議論の対象外とし、次への課題とする。
二
本
論
297沖縄県の児童は卒業まで小学校に通い続けたのか
対一年対･入学：
3802
-
4828
露窯璽霧f霧雲霧i雲霧'三豪i雲|雲霞轤窯篝’298Ｃ￣4060
写可?正。－，。ｆ脱:躯二
■Z匡囿ョ：。０．．１ＢＯＯ・・・ロ
０■、0●ロ：ＢＯＯ■Oロ●二“□■，ロロ
〕８
雛lBa率
0.399
０４８９
298
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ま
ず
、
離
脱
率
は
、
表
一
か
ら
、
対
象
期
間
の
冒
頭
わ
ず
か
な
時
期
を
除
き
期
間
の
前
半
で
は
い
ず
れ
の
学
年
間
で
も
二
％
未
満
、
期
間
の
後
半
に
な
る
と
一
％
未
満
の
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
二
年
生
と
六
年
生
の
進
級
時
に
、
わ
ず
か
は
あ
る
が
離
脱
率
が
高
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
全
国
小
学
校
児
童
の
卒
業
率
平
均
は
、
グ
ラ
フ
｜
と
一
一
か
ら
一
九
三
○
年
代
に
は
九
○
％
以
上
に
達
し
、
緩
や
か
な
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れは、土方苑子が明らかにし、木村元が一一一一口及した一九一一一○年代以降における小学校の国民のあらゆる
（応）
層への定着と初等後教育の拡大を反映した数値であろう。したがって、初等後教育への進学を前提と
し
て
小
学
校
へ
通
い
続
け
卒
業
を
迎
え
る
こ
と
が
、
よ
り
一
般
的
な
こ
と
と
し
て
広
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
男
児
と
女
児
を
比
較
す
る
と
、
男
児
は
女
児
に
比
べ
て
低
い
離
脱
率
と
高
い
卒
業
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
女
児
と
比
べ
て
よ
り
多
く
の
男
児
が
小
学
校
に
通
い
続
け
卒
業
を
迎
え
て
い
た
と
い
え
る
。
三
）
沖
縄
県
次
に
、
同
時
期
の
沖
縄
県
に
お
い
て
は
ど
の
程
度
の
児
童
が
小
学
校
に
通
い
続
け
卒
業
を
迎
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
表
２とグラフ３と４は沖縄県における児童の離脱率の一覧ならびに卒業率の推移を表す。
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表２沖縄県児童離脱・卒業率（｢文部省年報」各年報より作成）
大正１３年度入学（30）
大正１４年度入学（３１）
大正１５年度入学（32）
昭和２年度入学（33）
昭和３年度入学（34）
昭和４年度入学（35）
昭和５年度入学（36）
昭和６年度入学（37）
昭和７年度入学（３８）
昭和８年度入学（39）
昭和9年度入学（40）
昭和１０年度入学（４１）
昭和１１年度入学（42）
昭和１２年度入学（43）
昭和１３年度入学（44）
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⑪
脂
卯
１
５
０
５
８
８
７
卒業率（％）
０
５
０
７
６
６
30年卒31年卒32年卒33年卒34年卒35年卒36年卒37年卒38年卒39年卒40年卒41年卒42年卒43年卒44年卒
グラフ３沖縄県児童対入学者卒業率の推移
(｢文部省年報」各年報より作成）
100 ｑ
ＤＯ
ＯＯ
ＯＯ･－－－・全国男子
･----・全国女子9５
夕
Ｐ
●
b'０
５
９
８
卒業率（％） 昌一
グーや一』8０ Ｐ■、〃●へ､一■r’、ご●、′びづ、'
7５
30年卒31年卒32年卒33年卒34年卒35年卒36年卒37年卒38年卒39年卒40年卒41年卒42年卒43年卒44年卒
グラフ４沖縄県児童対第一学年在籍児童卒業率の推移
（｢文部省年報」各年報より作成）
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そ
れ
で
は
、
以
上
の
数
値
か
ら
ど
の
程
度
の
沖
縄
県
内
の
児
童
が
小
学
校
に
通
い
続
け
、
卒
業
を
迎
え
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
表
３
と
４
は
、
全
国
平
均
と
沖
縄
県
児
童
の
卒
業
率
の
比
較
、
ま
た
、
グ
ラ
フ
５
と
６
は
そ
れ
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
離
脱
率
に
つ
い
て
は
前
掲
の
表
１
と
表
２
を
参
考
い
た
だ
き
た
い
。
これら表とグラフから、沖縄県内の児童の離脱・卒業率について、次のような傾向があるといえる。
まず、離脱率は、多少のばらつきがあるものの一一一％から七％前後の数値を示す場合が多く、また二年
生
と
六
年
生
へ
の
進
級
時
に
示
す
数
値
が
、
全
国
平
均
と
比
較
し
て
か
な
り
高
い
。
そ
し
て
、
卒
業
率
は
上
昇
と
下
降
を
繰
り
返
し
つ
つ
も
、
概
し
て
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
数
値
は
一
九
三
○
年
代
を
通
し
て
八
○
％
台
で
推
移
す
る
に
と
ど
ま
り
、
同
時
期
の
全
国
平
均
に
は
達
し
て
い
な
い
。
沖
縄
県
児
童
の
卒
業
率
が
九
○
％
台
を
達
成
す
る
のは男児で一九四一一一年、女児で一九四二年である。ただし、女児の一九四二年の卒業率は突出して高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
該
当
年
度
（
一
九
四
○
（
昭
和
一
六
）
年
度
）
に
小
学
校
令
が
国
民
学
校
令
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
男
児
と
女
児
を
比
較
す
る
と
、
全
国
平
均
と
同
様
に
男
児
の
方
が
よ
り
低
い
離
脱
率
と
よ
り
高
い
卒
業
率
を
示
し
、
女
児
と
比
べ
て
多
く
の
男
児
が
卒
業
ま
で
小
学
校
に
通
い
続
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
結
論
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３０年３１年卒３２年３３年劇34年事35年亀30年３７年承38年３９年事40年駒41年卒42年卒４３年卒４４年卒
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表３対入学児童卒業率の推移(全国・沖縄県比較)（｢文部省年報」各年報より作成）
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１
１
１
１
肥
妬
叫
兜
卯
朗
師
別
皿
別
卒
業
率
（
％
）
30年卒３１年卒32年卒33年卒34年卒35fiz卒36ｆ１２卒37年卒38年卒39年卒40年卒４１年卒42年卒43年卒44年卒
グラフ５対入学児童卒業率の推移
（全国・沖縄県比較）（｢文部省年報ｊ各年報より作成）
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表４対入学児童卒業率の推移(全国・沖縄県比較)（｢文部省年報」各年報より作成）
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沖
縄
県
で
は
入
学
し
た
児
童
の
う
ち
、
全
国
平
均
と
比
較
し
て
ど
の
程
度
の
児
童
が
小
学
校
に
通
い
続
け
卒
業
を
迎
え
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
本
稿
の
課
題
に
対
し
て
は
、
以
下
の
三
つ
の
結
論
が
得
ら
れ
る
。
第
一
に
、
沖
縄
県
で
は
卒
業
率
が
全
国
平
均
よ
り
低
位
を
示
し
、
か
つ
離
脱
率
が
全
国
平
均
よ
り
高
位
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
沖
縄
県
内
で
は
小
学
校
に
通
い
続
け
て
卒
業
を
迎
え
る
児
童
の
割
合
が
全
国
平
均
と
比
較
し
て
相
対
的
に
低
か
っ
た
と
推
論
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
一
九
三
○
年
代
を
と
お
し
て
、
沖
縄
県
に
お
い
て
も
児
童
の
離
脱
率
の
低
下
と
卒
業
率
の
上
昇
が
起
こ
つ
、
力
ていた。つまり、一」の時期に沖縄県において小学校に通い続け卒業を迎えることが、それまでの時期ゆけ
と
比
較
し
て
、
人
び
と
の
間
に
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
が
結
論
の
第
二
点
目
で
あ
る
。
続い
第一二に、離脱率は、全国と沖縄県のいずれにおいても低学年時と高学年時に上昇するという類似し過
た形で推移するが、沖縄県の場合は、そこで示される離脱率が全国平均より高位であった。つまり、輔小
沖縄県では低学年時と吉同学年時に、より多くの児童が小学校から離脱するという特徴があるといえる。でま業
以上の結論を士（ロとして、次への課題は以下のように設｛正できる。
江十は
ま
ず
、
児
童
の
離
脱
要
因
の
区
分
と
児
童
の
離
脱
時
期
と
の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
低
学
年
童日レーノ
時と高学年時に児童の離脱が集中していた一」とが明らかになった。小学校へ就学したばかりの幼い児勵
童の離脱と、ある程度通い続け年齢も上がった児童の離脱要因が全く同一と考えるには慎重であられ蝋
ばならないだろう。そのため、児童の離脱要因がどのようなものであったのか、それぞれの段階で考知
え
る
必
要
が
あ
る
。
次に、一九三○年代の沖縄県において小学校に通い続け卒業を迎えるということが人びとの間に広
ま
っ
た
要
因
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
沖
縄
県
に
お
け
る
小
学
校
の
卒
業
率
の
上
昇
幅
は
対
象
時
期
を
と
お
し
て
、
男
女そろって約一○％に至っている。これは、全国の男女平均の約二倍近い数値に値するが、なぜ、こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
卒
業
率
の
上
昇
が
生
じ
た
の
か
、
そ
の
要
因
の
検
討
を
、
先
述
し
た
離
脱
要
因
の
検
討
と
併
せ
て
行
う
（旧）
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
（汀）
そして、本稿は沖縄県全体を検討対象とし、地域（群島や郡）ごとの検討を行わなかった。くう後は、
沖
縄
島
内
部
で
も
那
覇
や
首
里
と
い
う
都
市
部
と
そ
の
他
の
地
域
（
国
頭
‐
中
頭
・
島
尻
郡
）
、
ま
た
沖
縄
群
島
と
宮
古・八重山群島などといった地域ごとの特色を検討していくことが課題となるだろう。以上の課題は、
稿
を
改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
【参考文献】
「文部省年報』第三七年報（’九○九年度）、第五二年報（一九二四年度）～第七一年報（一九四三年度）
安里彦紀『近代沖縄の教育」’一一一書一房、’九八三年
阿部宗光・天野郁夫「開発段階にあるアジア諸国における初等教育のミシの目シの同（二日本の経験・近代日本の
初等義務教育におけるミンの日シのロ」『国立教育研究所紀要』第五六集、一九六七年四月
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太田朝敷「沖縄県政五十年」比屋根照夫・伊佐眞｜編『太田朝敷選集上巻」第一書房、’九九一一一年所収
（初版国民教育社発行、’九一一三年）
木
村
元
編
著
「
日
本
の
学
校
受
容
ｌ
教
育
制
度
の
社
会
史
』
勁
草
書
房
、
’
一
○
三
年
佐藤秀夫「児童の就学」（国立教育研究所『日本近代教育百年史』国立教育研究所、’九七四年、第三巻所収）
佐藤秀夫「児童の就学」（国立教育研究所「日本近代教育百年史」国立教育研究所、’九七四年、第四巻所収）
土方苑子ヨ文部省年報』の就学率の再検討ｌ学齢児童はどのくらいいたかｌ」日本教育学会編「教育学研
究
』
第
五
四
巻
第
四
号
、
一
九
八
七
年
一
二
月
土
方
苑
子
「
近
代
日
本
の
学
校
と
地
域
社
会
ｌ
村
の
子
ど
も
は
ど
う
生
き
た
か
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
真
境
名
安
興
『
沖
縄
教
育
史
要
』
沖
縄
書
籍
販
売
社
、
’
九
六
五
年
（
初
出
沖
縄
師
範
学
校
編
『
沖
縄
県
師
範
学
校
五
十
周
年
記
念
誌
」
沖
縄
県
師
範
学
校
学
友
会
、
’
九
三
一
年
）
安
川
寿
之
輔
「
義
務
教
育
に
お
け
る
就
学
の
史
的
分
析
ｌ
明
治
期
兵
庫
県
下
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
日
本
教
育
学
会
編
『
教
育
学
研究』第二九巻第三号、一九六一一年九月
安川寿之輔「義務教育就学の史的分析ｌ資本主義の生成と寄生地主制」教育史学会紀要編集委員会編『日
本
の
教
育
史
学
』
第
七
集
、
一
九
六
四
年
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【注】
（１）真境名安興『沖縄教育史要』沖縄書籍販売社、’九六五年、’八一頁。同箇所で真境名は、一九○九（明治
四一一）年の時点での就学率を「百分の九十七」だと提示
し
ている
。
「文部
省
年報」
第
三七年
報
（一九
○
九年
度
）
で
は
、
沖
縄
県
児
童
の
就
学
率
は
九
七
・
一
三
％
を
示
し
て
お
り
、
真
境
名
は
こ
の
調
査
に
依
拠
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
同
年
度
の
全
国
の
就
学
率
平
均
は
、
九
八
・
八
六
％
で
あ
っ
た
。
真
境
名
は
、
こ
の
二
つ
の
数
値
を
比
較
し
て
、
沖
縄
県
の
就
学
率
が
全
国
平
均
に
伯
仲
し
て
い
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
（２）この定説は、太田朝敷「沖縄県政五十年」（比屋根照夫・伊佐眞一編「太田朝敷選集上巻」第一書房、’九九三
年所収、初版国民教育社、’九三一一年）、真境名安興『沖縄教育史要」（沖縄書籍販売社、一九六五年、初出
沖
縄
県
師
範
学
校
編
『
沖
縄
県
師
範
学
校
五
十
周
年
記
念
誌
』
沖
縄
県
師
範
学
校
校
友
会
、
’
九
三
一
年
）
安
里
彦
紀
『
近
代
沖縄の教育」（三一書房、一九八一一一年）などによって形成されたといえる。つまり、戦前期からの研究が定説
の
基
盤
を
形
成
し
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
今
日
に
お
い
て
も
近
代
沖
縄
教
育
史
研
究
の
基
礎
文
献
と
し
て
位
置
づ
い
て
い
る
と
い
え
る
。
（
３
）
安
川
寿
之
輔
「
義
務
教
育
に
お
け
る
就
学
の
史
的
考
察
ｌ
明
治
期
兵
庫
県
下
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
日
本
教
育
学
会
編
『
教
育
学
※
な
お
、
本
稿
は
、
二
○
一
五
年
六
月
二
七
日
沖
縄
文
化
協
会
公
開
研
究
発
表
会
で
発
表
し
た
内
容
に
、
加
筆
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
ある。
310
（７）
（４）
（５）
（６）
研究』第二九巻第三号、一九六二年）、「義務教育就学の史的分析ｌ資本主義の生成と寄生地主制ｌ」（『日本
の教育史学』第七集、’九六四年）。佐藤秀夫「児童の就学」（国立教育研究所『日本近代教育百年史』国立
教育研究所、’九七四年、第三巻所収）、「児童の就学」（国立教育研究所、’九七四年、第四巻所収）といっ
た
研
究
が
、
就
学
率
と
い
う
指
標
を
批
判
し
て
代
替
案
を
提
示
し
て
い
る
。
土
方
苑
子
「
近
代
日
本
の
学
校
と
地
域
社
会
ｌ
村
の
子
ど
も
は
ど
う
生
き
た
か
』
東
京
大
学
出
版
会
、
’
九
九
四
年
．
太
田
朝
敷
「
沖
縄
県
政
五
十
年
」
比
屋
根
・
伊
佐
編
、
’
九
九
三
年
、
六
三
頁
。
比
較
対
象
と
し
て
全
国
平
均
が
設
定
さ
れ
る
の
は
、
沖
縄
県
に
お
け
る
「
就
学
率
」
の
比
較
対
象
は
常
に
他
府
県
平
均
、
つ
ま
り
全
国
平
均
と
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
は
、
比
較
対
象
を
変
え
ず
、
あ
く
ま
で
指
標
だ
け
を
変
更
し
て
従
来
の
評
価
を検討する。
安
川
寿
之
輔
は
、
氏
が
対
象
と
し
た
明
治
期
の
就
学
統
計
の
不
正
確
さ
と
出
席
率
の
低
さ
を
問
題
視
し
「
実
質
的
就
学
率
」
（
就
学
率
×
日
々
出
席
率
）
（
安
川
、
一
九
六
二
年
、
二
一
○
頁
）
と
い
う
数
値
を
発
案
し
た
。
佐
藤
秀
夫
は
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
我
が
国
の
初
等
教
育
の
就
学
率
が
必
ず
し
も
当
時
の
就
学
実
態
そ
の
も
の
を
正
し
く
反
映
し
た
数
値
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と批判し、生徒の出席状況や学齢児童の在籍状況までも考慮した。そして、「小学校学齢生徒数」（小学校生徒
数
’
一
六
歳
未
満
就
学
学
生
徒
数
十
（
’
四
歳
以
上
就
学
生
徒
数
－
中
学
校
・
師
範
学
校
・
外
国
語
学
校
そ
の
他
の
小
学
校
以
外
の
学
校
生
徒
数
二
）
を
求
め
、
さ
ら
に
そ
れ
を
「
日
々
出
席
小
学
校
生
徒
平
均
数
」
と
掛
算
す
る
こ
と
で
「
日
々
出
席
小
学
校
学
生
生
徒
数
」
を
求
め
る
。
こ
の
「
日
々
出
席
学
齢
生
徒
数
」
の
「
学
齢
児
童
総
数
」
に
対
す
る
百
分
率
を
「
通
学
率
」
と
定
311沖縄県の児童は卒業まで小学校に通い続けたのか
め、「就学率」と連続的に対比しうるより実際的な就学実態数値であるとみなした。また、研究目的・課題を
異にするが、阿部宗光と天野郁夫は言勝己、①という視点から教育上の現象を見るためコーホート方式によっ
て「残存率」（本稿における「離脱率」の裏返しの概念といえる）（阿部宗光・天野郁夫「開発段階にあるア
ジア諸国における初等教育のミンの日シのロ（｜）日本の経験・近代日本の初等義務教育におけるニレの日シの巴
（「国立教育研究所紀要』第五六集、一九六七年四月、八頁）などの数値を用いた。白松大史「就学行動の展
開」（木村元編著「日本の学校受容ｌ教育制度の社会史」勁草書房、二○’一一年、第二章）が在籍対象人口に
対
す
る
児
童
・
生
徒
・
学
生
（
学
校
教
育
に
籍
を
持
つ
も
の
）
の
「
在
籍
率
」
を
提
示
し
、
神
代
健
彦
「
青
年
訓
練
所
か
ら
青
年
学
校
へ
ｌ
初
等
後
教
育
機
関
の
新
展
開
ｌ
」
（
木
村
編
著
、
二
○
一
二
年
、
第
三
章
）
が
青
年
学
校
の
生
徒
の
推
移
を
コ
ー
ホ
ー
ト
方
式
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
阿
部
・
天
野
、
神
代
、
そ
し
て
白
松
の
先
行
研
究
に
多
く
を
学
ん
だ
。
（８）筆者が行ったある市の教育委員会への事前調査では、最終判断は各小学校長に委ねられるが、学籍簿の閲覧・
公
開
は
基
本
的
に
は
行
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
（９）『文部省年報』各年報凡例。
（Ⅲ）第三次小学校令施行規則（一九○○年文部省令第一四号）第八九条「市町村立尋常小学校長ハ第十号表ノ様
式
ニ
依
り
学
年
ノ
始
二
於
テ
入
学
シ
タ
ル
児
童
ノ
学
籍
簿
ヲ
編
製
ス
ヘ
シ
学
籍
簿
ハ
入
学
ノ
児
童
二
異
動
ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
遅
滞
ナ
ク
之
ヲ
加
除
訂
正
ス
ヘ
シ
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
（
、
）
た
だ
し
、
『
文
部
省
年
報
』
第
七
○
年
報
二
九
四
二
年
）
の
扱
い
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
該
当
年
報
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に
は
愛
知
県
市
町
村
立
小
学
校
の
各
学
年
在
籍
児
童
数
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
、
愛
知
県
市
町
村
立
小
学
校
の
児
童
は
、
こ
の
年
度
の
各
学
年
児
童
数
計
に
含
ま
れ
ず
、
本
稿
の
「
離
脱
」
と
同
様
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第
七
二
年
報
（
’
九
四
四
年
）
以
降
に
は
、
戦
況
の
悪
化
の
た
め
に
沖
縄
県
の
統
計
は
含
ま
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
の
対
象時期には含まない。
（皿）まず、｜年以上にわたって居住が不明であるなどした児童は、就学などに関するもっとも基礎的な名簿であ
る学齢簿からも削除されるように定められていた（小学校令施行規則（’九○○年文部省令一四号）第八一
条「市町村長ハ学齢簿編製後三月一一一十一日マテニ其ノ市町村二来往シタル者アルトキハ遅滞ナク之ヲ学齢後
簿
二
記
入
ス
ヘ
シ
市
町
村
長
ハ
就
学
期
間
中
二
在
ル
児
童
ニ
シ
テ
其
ノ
市
町
村
二
来
住
シ
タ
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
遅
滞
ナ
ク
其
ノ
児
童
ノ
就
学
ノ
始
期
ニ
達
ダ
ル
年
ノ
学
齢
簿
二
記
入
ス
ヘ
シ
市
町
村
長
ハ
学
齢
簿
二
登
載
ノ
児
童
ニ
シ
テ
左
ノ
各
号
ノ
’
一
一
該
当
ス
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
遅
滞
ナ
ク
之
ヲ
抹
消
ス
ヘ
シ
ー
児
童
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ
二
児
童
市
町
村
外
二
転
住
シ
タ
ル
ト
キ
三
児
童
ノ
居
住
一
箇
年
以
上
分
明
ナ
ラ
サ
ル
ト
キ
前
一
一
項
ノ
外
学
齢
簿
二
記
載
ノ
事
項
二
異
動
ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
遅
滞
ナ
ク
之
ヲ
加
除
訂
正
ス
ヘ
シ
」
）
。
ま
た
、
同
規
則
で
は
、
児
童
の
異
動
に
際
し
て
は
即
時
に
学
籍
簿
を
整
理
す
る
こ
と
も
定
められている（第八九条「（略）学籍簿ハ入学ノ児童二異動ヲ生シタルトキハ遅滞ナクコレヲ加除訂正スヘ
シ」）。これらの学齢簿と学籍簿についての条項にしたがえば、入学はしたものの一年間全く出席しなかった
児
童
は
、
入
学
者
に
は
計
上
さ
れ
て
も
第
一
学
年
時
在
籍
児
童
に
は
計
上
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
入
学
後
一
日
で
も
出
席
し
小
学
校
に
「
通
っ
た
」
経
験
が
あ
る
児
童
が
こ
こ
で
の
卒
業
率
を
算
出
す
る
際
の
分
母
と
し
て
計
上
ざ
313沖縄県の児童は卒業まで小学校に通い続けたのか
（旧）土方、一九九四年、一三○頁、二一一一五頁。木村編著、一一○’一一年、七頁、一一一一頁。
（
肥
）
こ
の
点
を
冒
頭
に
挙
げ
た
日
清
・
日
露
戦
争
で
の
勝
利
に
加
え
て
、
沖
縄
県
に
お
け
る
小
学
校
教
育
拡
大
を
も
た
ら
し
た
要
因
（
Ｂ
）
児
童
数
の
推
移
は
、
減
少
す
る
場
合
と
対
照
的
に
増
加
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
離
脱
と
い
う
語
を
も
ち
い
た
。
理
由
の
一
つ
は
、
本
稿
が
今
後
の
展
望
も
含
め
て
着
目
す
る
の
は
、
学
校
に
通
い
続
け
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
、
通
い
続
け
ら
れ
な
か
っ
た
子
供
た
ち
に
つ
い
て
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
統
計
を
整
理
す
る
と
沖
縄
県
に
お
い
て
は
児
童
数
の
減
少
の
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
（Ⅲ）小学校令（一九○○年勅令第三四四号）第一一一一一一条「学齢児童癒癩白痴又ハ不具ノ疾病ノ為就学スルコト能ハ
ス
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
市
町
村
長
ハ
監
督
官
庁
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
学
齢
児
童
保
護
者
ノ
義
務
ヲ
免
除
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
学
齢
児
童
病
弱
又
ハ
発
育
不
完
全
ノ
為
就
学
セ
シ
ム
ル
ヘ
キ
時
期
一
一
於
テ
就
学
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
市
町
村
長
ハ
監
督
官
庁
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
其
ノ
就
学
ヲ
猶
予
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
市
町
村
長
二
於
テ
学
齢
児
童
保
護
者
貧
窮
ノ
為
児
童
ヲ
就
学
セ
シ
ム
ルコト能ハスト認メタルトキハ亦前二項二準ス」。ならびに、注一二で挙げた小学校令施行規則第八一条、第
八九条も参照のこと。加えて、全くの未就学児はここでの議論上に現れない。『文部省年報』に記される学齢
児
の
数
に
は
一
四
歳
人
口
ま
で
含
ま
れ
て
お
り
、
各
年
四
月
一
日
現
在
で
の
満
六
歳
（
同
学
年
）
児
人
口
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
は
、
管
見
の
限
り
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
を
検
討
す
る
資
史
料
と
方
法
の
検
討
が
本
稿
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。
れる。
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としてあげることが出来るだろう。仮説的には土方の先行研究と同様に、労働との関わり（学歴の重要性が
生じたこと）が考えられる。
（Ⅳ）また、議論の比較対象を他府県にも拡大する場合、長崎県（島襖部）、島根県（離島部）、広島県（移民県）、
そして兵庫県（地域の多様性）などがその対象として考えられる。
315沖縄県の児童は卒業まで小学校に通い続けたのか
